「８５．してないつもりで ながらスマホ」
１．指導対象

　　小学校高学年・中学校・高等学校
２．教科・科目

　　学級活動 
３．指導意図
ながらスマホの危険性は，多くの場で指摘され，生徒が加害者になり人の命をもうばってしまう不幸な事件が起きてしまっている。こうした事例は，ニュースで取り上げられたり，ポスターや街角でのアナウンスなどで，耳にしている人は少なくないと思われる。それなのに，街中ではながらスマホを見かけない日はないほどに日常化してしまっている。

そこで、本教材では気にしているつもりでも，実際の行動ではついうっかりということがあることに気づかせ，ネットの中だけではなく日常の生活でも注意が欠かせないことを日頃の自身の生活を振り返り，これからの生活の中では事故を起こさないようにしようと考えることを学習のねらいとする。
４．指導目標

　①　ながらスマホの危険性を再認識し，安全な行動をとることの大切さを確認する。
　②　自分では気をつけていても，ついうっかりでミスをしてしまうことがあることに気づく。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○スマホを使う状況を振り返る。

	○振り返りの中から，はっきり意識せずに使っている場面があることに気づかせたい。
○その中からながらスマホになっている場面があれば取り上げる。

	（2） 展開

〇 本事例を最後まで視聴する。
〇 最後にスマホが壊れた時に出てくる言葉を考える
〇 出てきた言葉を　仲間わけする。
〇 その言葉が出てしまったのは話のストリーの中のどこにあったのかを探す。
　　・もう一度初めから見る
〇 振り返りの中で多くの要因が重なっていたことを確かめる
〇 ながらスマホによる事故の事例を補足する
	· ワークシートに書き込む。ICTで共有できる環境があればシステム上でできるとなおよい
〇 予想される仲間分けとして
· チェ　など単に勘定を出した言葉，
· 自分のしたことの後悔の言葉
· 壊れたことを悔やむ言葉
　　
· この場面で，というところを言葉で書く
· 自転車が走りぬけた場面
· アナウンスを聞き自分は大丈夫と思い込んだ場面
· 歩き出す時にスマホを見た場面
· 信号を見ないでつられて動いた場面
　など

〇 キーになったのはどの場面かという視点で，ポイントとなる点をおさえる。


	（3） まとめ

○ながらスマホの危険を確認し，身近なところにその要因があることをまとめる

	○自分にできるとしたら，どんなことかという振り返りをする。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法

　もし人身事故が発生してしまった時の対応として，資料を補足する
· 相手を確認する
· けががあれば　救急車を手配する。
· 大丈夫だと思っても，医師の診断をうける
· 目撃者を確保する
· 自分でも概要を記録する
· 交通事故の時などは，警察へ届ける
参考
https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/04relief/accident/correspondence.html
７．指導資料
●運転中のながらスマホが厳罰化　国土交通省
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201707/2.html
　●運転中，歩行中の「ながらスマホ」　JAF
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/car-learning/user-test/mobile-phone

